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 図1:各ウラン化合物のU54一σ共鳴差分スペクトルの比較。それぞれ,共通する構造に白抜
 き縦棒,白抜き矢印,矢印,縦棒で印を付けてある。
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 図2:UBI2及びUCのU姫内殻スペクトルの解析結果。“diff."は,データと解析の結果得られ
 た曲線との差分。
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7 論文審査の結果の要旨
 江島丈雄提出の論文は強相関系の物質であるウラン化合物の光電子,逆光電子及び共鳴光電
 子分光実験を行ない,ウラン化合物の電子状態に関する知見を得たものである。
 光電子分光法は,外殻の電子状態に敏感に反応してスペクトル形状が変わり,その形状を解
 析することによって物質の電子状態に関する情報が得られる実験手段である。一方,強相関系
 の物質であるウラン化合物は,ウラン原子とその以外の配位子との混成によってその物性が変
 わり,その物性を理解するためには電子状態に関する知見が重要な系である。
 本研究では,ウラン化合物の電子状態を明らかにする目的で,ウラン化合物UB12,UC,UGe2,
 U3Ge、,U2PtSi3,UPt2Si2及びUPd2A13の光電子,共鳴光電子及び逆光電子分光実験を系統的
 に行ない,再現性の良いスペクトルを得た。UCのXPS,UGe2及びU3Ge4のUPSスペクトル
 以外は,いずれも今回初めて得られた結果である。
 得られた各化合物の共鳴差分及び逆光電子スペクトルから,各化合物のU5∫部分状態密度を
 同定し,その形状が各化合物間でフェルミ準位付近の非対称な構造とその高結合エネルギー側
 に長く裾を引く構造からなることを見出した。
 同定したUCのU5∫スペクトルを,バンド計算に基づくU5∫部分状態密度と比較した。その
 結果,状態密度からフェルミ準位付近の非対称なピークの形状が説明されることを示した。ま
 た,高結合エネルギー側に長く裾を引く構造は,状態密度からは説明できないサテライト構造
 であることを示した。これらのサテライト構造の起源は,1不純物Anderso11モデルに基づき,
 5∫1及び5∫3の2つの終状態によると思われる。
 更に,U5∫電子の遍歴/局在性を調べるためにU4∫内殻スペクトルを測定し,その形状が非
 対称な構造とその高結合エネルギー側のサテライト構造からなることを見出した。このU4∫内
 殻スペクトルの形状を,1不純物AndersOI1モデルの特別な場合に相当するKotani-
 Toyozawaモデルに基づいて解析を行ない,各ウラン化合物間の物性の違いがサテライト強度
 などの違いとして現れることを明らかにした。
 以上の結果から,ウラン化合物においてはU5∫電子の遍歴的な性質がメインバンドを生成
 し,局在的な性質がサテライト構造を生成することを示した。
 これらの成果はウラン化合物の電子状態の研究に極めて重要な貢献をした価値の高いもので
 あり,著者が自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有していることを示
 している。
 よって,江島丈雄提出の論文は博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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